
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

サキ

オートマトン

ステーシー

バロック

9

人形

10

煉獄

10
雪

かわいい服

ご飯

母の手

白い冷たい欠片が、ふわふわと降ってきた日を覚えている。真っ白に何もかも覆い隠してくれる雪のこと。この世界で降って来るのは黒い灰だけ。あの白い雪が降る日はもうないのだろうか。

記憶の中にあるのはかわいい服。顔は定かでないけれど、鏡に映ったあの服を、あなたはその日それから誰かに見せること、心躍らせて……けれど、誰に見せたかったんだろう。あの服はどこにいったんだろう。

君はお母さんの横でご飯を夢中で食べている。しかし、食事の量があまりにも少ない。食べ終わったが、まだまだ足りない。　君はお箸を口に咥え、ガジガジと前歯で噛みながら空っぽの器を見つめる。　するとお母さんが「噛み箸はやめなさい」と言って君を嗜める。　母に言われ渋々箸から口を離すと、母は君の器におかずを入れた。「ほら、お母さんの分をあげるから」　母は呆れつつも優しい顔でそう言った。君は母の顔をジッと見た後、料理を口に中に入れた

碌に食事が取れなくなってどれくらい経っただろう。　お腹が空いた。そう訴える気力もなく、君はグッタリしていた。　傍らには母の姿がある。母は涙ぐんだ目で君を見つめている。「ごめんね…何も食べさせてやれなくて…」　そう言いながら優しく君の頭を撫でる。優しい母の手。大好きなお母さんの手。　母は暫く君の髪を撫でた後、か細い声で言う。「本当に…悪いお母さんでごめんね」　ポタポタと君の額に何かが落ちる。嗚呼、お母さん。泣かないで。　母の手が君の髪から離れる。次の瞬間、君の意識は闇へと落ちた──1 1 2
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友情
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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メインクラス

メインクラス
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脚
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煉獄の檻

庇う

肉の盾

死に続け

再生

のうみそ

めだま

あご

カンフー

こぶし

うで

かた

合金トランク

子猫のアンデッド
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ジャッジ
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ダメージ
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自身

0～1

0～1

自身

自身
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自身

自身

自身

0～1

自身

自身

自身

自身

0

BPでターン終了時、「煉獄」にいるなら、行動値がマイナスに達していても、次ターン開始時の行動値回復において、最大行動値まで回復して良い。

対象が受けたダメージを、代わりに受ける。１ターンに何度でも使用可能。

ダメージに付随する効果全て（連撃、切断等）を打ち消す。

損傷している基本パーツ1つを修復する。

防御１，１ターンに何度使っても良い。同じダメージに対して複数回の使用は不可。

2

1

肉弾攻撃１

1

肉弾攻撃１

支援１

移動１

防御1+爆発無効

たからもの。BP終了時、任意の未練一つの狂気点を1点減らす。このパーツは損傷時、所持パーツから取り除く。

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

自身がダメージを受けた際、そのダメージを与えた対象にのみ使用可。肉弾攻撃2。

防御2

防御2

移動１

移動１

妨害１
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